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未　●就業医師・看護職員数の推移
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○●主要死因別死亡率の推移
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○●主要死因別死亡者数割合（令和5年）
（原則、構成比順で配列）
全死因
悪性新生物

老衰
脳血管疾患
肺炎
不慮の事故
腎不全
自殺
肝疾患

糖尿病

結核
その他

○●献血者数の年齢別割合（令和５年）
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心疾患
脳血管疾患
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自殺
不慮の事故

（年）

資料：県福祉部総務課「人口動態調査」
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●医師・看護職員数の推移

（千人）

（年）

資料：県福祉部総務課「医師・歯科医師・薬剤師調査」
県医務課

医師 15,602人

看護職員 71,107人
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●一日平均在院・外来患者数と
一般病床等の平均在院日数の推移

（人口10万対1日平均・人）

資料：厚生労働省「医療施設調査・病院報告の概況」

（日）

平均在院日数(一般病床) 15.8日

外来患者数 943人

（年）

在院患者数 902人

悪性新生物

25.0%

心疾患(高血

圧性除く)

14.9%

老衰

11.6%
脳血管

疾患

6.1%

肺炎

4.4%

不慮の事故

2.9%

腎不全

2.0%

慢性閉塞性

肺疾患

1.3%

自殺

1.4%

肝疾患

1.3%

糖尿病

1.0%

高血圧性疾患

0.7%

結核

0.1%

その他

27.3%

資料：県福祉部総務課「人口動態調査」

●死因別死亡者数割合（令和５年）

総数
66,171人

●主要死因別死亡率の推移

(人口10万対）

（注）看護職員数は、保健師・助産師・看護師・准看護師の

合計の数値。
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16～19歳
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代

計

○修正済●救急出場件数の事故種別割合（令和2年）
※1 区分ごとの比率の差が極端なため、比率の大きい順（原資料とは異なる）に配列
※2 比率の小さい区分については、一括して「その他」と表記

急病
一般負傷
交通事故
その他

（その他の内訳）

自損行為
労働災害
加害
運動競技
火災
水難

総計

○●公害苦情件数の種類別割合（令和5年度）

騒音
悪臭
大気汚染
廃棄物 投棄
水質汚濁
振動
土壌汚染
その他
計

○●計画収集ごみの内訳（令和３年度）
※ 原資料の表中の配列順とは異なるが、同資料の概要中にあるグラフでは比率順の配列となっており、
それに合わせた配列としている。

可燃ごみ
資源ごみ
不燃ごみ
粗大ごみ
混合ごみ
その他
計

16～19歳

3.3%

20歳代

12.4%

30歳代

13.7%

40歳代

22.6%

50歳代

32.4%

60歳代

15.6%

●献血者数の年齢別割合（令和５年度）

資料：兵庫県赤十字血液センター

総数
210,885人

急病

63.3%

一般負傷

17.2%

交通事故

6.4%

その他

13.1%

資料：県消防保安課「消防防災年報」

●救急出場件数の事故種別割合（令和２年）

総数
266,899件

騒音

30.2%

悪臭

21.0%
大気汚染

13.8%

廃棄物

投棄

10.7%

水質汚濁

8.6%

振動

3.2%

土壌汚染

0.1%

その他

12.4%

総数
2,360件

●公害苦情件数の種類別割合（令和５年度）

資料：県環境政策課

可燃ごみ

84.8%

資源ごみ

8.3%

不燃ごみ

2.8%

粗大ごみ

2.6%

混合ごみ

1.5%

資料：県環境整備課「兵庫県の一般廃棄物処理」

●計画収集ごみの内訳（令和３年度）

合計

1,533,871t


